


11	岩いわかた片 悠
ゆう ま
馬

（環境情報 2）

① F	 ② 188	 ③ 82
④広尾学園	
⑤一生懸命頑張ります

	8	 吉きし き敷 秀
しゅうた
太

（政治 4）

① F	 ② 178	 ③ 75
④慶應義塾志木	
⑤七年分の思いを込めて戦いま
す。

10	髙たか だ田 淳
あつ き
貴

（環境情報 3）

①G	 ② 187	 ③ 86
④城東	
⑤勝利に貢献します。

	7	 澤さわちか近 智
とも や
也

（環境情報 4）

① F	 ② 184	 ③ 87
④高知学芸	
⑤必勝

	6	 小	こはら原 陸
りく

（政治 4）

①G	 ② 168	 ③ 67
④慶應義塾志木
⑤時ぞ今

	4	 鳥と ば
羽 陽

ようすけ
介

（環境情報 4）

①G	 ② 180	 ③ 82
④福大大濠	
⑤チームを勝利へ導きます！

部長
大谷 俊郎
慶應義塾大

監督
権田 哲也
慶應義塾大

A・コーチ
吉崎 正雄
慶應義塾大

H・コーチ
阪口 裕昭
慶應義塾大

A・コーチ
大元 孝文
慶應義塾大

A・コーチ
小高観津夫
慶應義塾大

S&C・コーチ
木塚 孝幸
慶應義塾大

A・トレーナー
木畑 実麻
慶應義塾大

学生コーチ
宇野晋一郎
慶應義塾志木
商 ４

学生コーチ
小川 翔平
大宮開成
総合政策		4

学生トレーナー
小祝 良介
慶應義塾湘南藤沢
経済 ３

主務
野田遼太朗
慶應義塾
政治 ３

	5	 原はら 匠
たくみ

（環境情報 4）

①G	 ② 166	 ③ 69
④近大付属
⑤慶應に勝利と感動を！

①ポジション ②身長 ③体重 ④出身校 ⑤自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）

主
将

副
将

	9	 山やまさき﨑 純
じゅん

（総合政策 3）

①G	 ② 178	 ③ 86
④土浦日大
⑤絶対勝つ

MEMBER ― 慶應義塾大学〈男子〉
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20	小おざ わ澤 力
りき や
哉

（経済 1）

①G	 ② 182	 ③ 75
④慶應義塾
⑤絶対勝つ

19	人ひと み見 快
かい

（法律 1）

①G	 ② 170	 ③ 70
④慶應義塾志木
⑤ 1年生らしく頑張ります

18	山やまもと本 純
じゅんぺい
平
（商 2）

①G	 ② 179	 ③ 73
④慶應義塾志木
⑤全力投球！

14	甲こうたに谷 勇
ゆうへい
平

（環境情報 2）

①G	 ② 175	 ③ 75
④東山	
⑤ sticky に clever に

13	泉いずみ 友と き お
樹雄
（経済 3）

①G	 ② 178	 ③ 77
④慶應義塾志木
⑤チームに尽くします。

15	寺てら べ部 勇
ゆうすけ
佑

（環境情報 2）

①G	 ② 169	 ③ 68
④洛南	
⑤熱くなるハッスルプレー期待し
てください！

17	藤ふじ い井 陽
ようすけ
右

（政治 2）

①G	 ② 176	 ③ 72
④慶應義塾
⑤粉骨砕身

16	津つ の ぢ
野地宥

ゆうき
樹

（政治 2）

① F	 ② 184	 ③ 86
④慶應義塾志木
⑤盛り上げます

①ポジション ②身長 ③体重 ④出身校 ⑤自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）

12	工くど う藤 翔
しょうへい
平

（政治 3）

①G	 ② 183	 ③ 83
④慶應義塾
⑤頑張ります
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MEMBER ― 慶應義塾大学〈男子〉

氏 名 学部 学年 ポジション 身長 体重 出身校 自己アピール
鈴
すずき
木 慧

あきら 法律 3 学生コーチ 178 75 慶應義塾 一所懸命がんばります。

片
かたぎり
桐 俊

とし や
哉 経済 3 学連派遣 174 70 松本秀峰 勝敗数で並びます！

吉
よしおか
岡慶

けいいちろう
一郎 商 3 副務 184 84 慶應義塾 必勝

杉
すぎた
田 雅

まさとら
虎 商 2 マネージャー 170 65 慶應義塾湘南藤沢 勝って笑顔で

山
やまうち
内 悠

ゆう き
生 法律 2 マネージャー 169 67 慶應義塾 去年の雪辱を晴らしに来ました

木
きむら
村 直

なお や
哉 政治 2 塾高コーチ 177 70 慶應義塾 一生懸命頑張ります

前
まえだ
田 琉

りゅうが
我 経済 2 学連派遣 182 78 慶應義塾志木 早慶戦優勝！

大
おおにし
西 満

みつる 理工 1 学生スタッフ 173 70 慶應義塾 頑張ります
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MEMBER ― 慶應義塾大学〈女子〉

10	梅うめ き木 理
り さ
沙

（経済 3）

① F	 ② 166	
③慶應義塾女子	
④できることを精一杯やりきりま
す。

11	頃ころすえ末 沙
さ き
樹

（理工 3）

①G	 ② 156	
③慶應義塾湘南藤沢	
④チームのために力を尽くして頑
張ります。

	8	 井い の も とノ本雅みや こ子
（商 4）

①G	 ② 159
③四天王寺
④どんな時でも恐れずに挑戦し続
けます！

	9	 和わ だ
田かおる

（理工 4）

① F	 ② 158	
③東邦大学附属東邦	
④チーム一丸となって頑張りま
す！

	6	 豊とよむら村 沙
さ え
恵
（商 4）

①C	 ② 170	
③慶應義塾ニューヨーク学院
④最後の早慶戦楽しみます！

	7	 高たか せ瀬 華
かり ん
琳

（経済 4）

①C	 ② 166	
③広尾学園	
④最後の早慶戦、慶應しか魅せら
れないものをみせます。

	4	 森もりかわ川 唯
ゆい か
加

（経済 4）

①G	 ② 157
③慶應義塾女子
④最後の早慶戦全力で頑張ります！

部長
大谷 俊郎
慶應義塾大

監督
村林 祐子
慶應義塾大

S・コーチ
木塚 孝幸
慶應義塾大

H・コーチ
荘司 良彦
慶應義塾大

C・コーチ
伊藤 恵梨
高知大

学生トレーナー
阿部真璃奈
立教女学院
経 4

主務
松浦 紗季
慶應義塾女子
文 4

マネージャー
山﨑結香子

湘南
文 3

マネージャー
ビディンガー美亜

青山
商 1

	5	 磯いそ べ部 紗
さ き
希
（文 4）

①G	 ② 157	
③國學院久我山
④最後の早慶戦、思い切ってプ
レーします。

①ポジション ②身長 ③出身校 ④自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）

副
将

主
将
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20	眞まし お尾 瞳
ひとみ

（商 1）

①G	 ② 165	
③浦和第一女子	
④声を出してチームのために頑張
ります！

21	西にし 理
り な
奈

（政治 1）

①C	 ② 168	
③葺合	
④自分のできることを精一杯しま
す！

18	須すと う藤 史
し ほ
帆
（文 2）

① F	 ② 162	
③平塚江南	
④全力で頑張ります！

19	武むと う藤 怜
れい

（商 1）

①C	 ② 169	
③成蹊	
④常に全力で頑張ります！

16	足あだ ち立 はな
（法律 2）

①	F	 ② 164	
③	聖心女子学院	
④	日々の練習の成果を発揮し、自分のプレー
を 100%出すことができるよう努めます。

17	小こふくがわ福川莉
まり な
奈

（法律 2）

①	C	 ② 169	
③	慶應義塾ニューヨーク学院	
④	チームに貢献できるよう、全力を尽
くします。

14	梅うめ だ田 香
かおる

（環境情報 2）

①C	 ② 174	
③慶應義塾ニューヨーク学院
④チームに貢献できるよう全力で
頑張ります。

15	白しらふじ藤 優
ゆう か
果

（理工 2）

①G	 ② 145	
③東京学芸大附属	
④チームに貢献できるよう全力で
がんばります。

12	山やまざき崎 多
た え
絵

（政治 3）

①	F	 ② 167	
③	日比谷	
④	全力を出し切って頑張ります！

13	重しげまし増 志
し ほ
保

（環境情報 3）

① F	 ② 163	
③玉川聖学院	
④チームに貢献できるよう全力を
尽くします。

①ポジション ②身長 ③出身校 ④自己アピール（選手が考案した文章をそのまま掲載）

15

副
務
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1. 結婚したい人は？

男が理想とする「結婚したい男」には、一
体何が求められるのだろうか。大いに票が割
れたこの激戦を制したのは、北陸から来た男、
小室悠太郎。本人曰く「誰が三十代や！」。そ
の大きな体から溢れる包容力はすでにパパの
貫禄。皆を虜にしてしまうその朗らかな笑顔
と調和を好む温厚な性格、両親が医者なので
後ろ盾もバッチリ。大きなお家に大好きなコー
ギーと柴犬を飼うのが理想という彼。必ず幸
せな家庭を築くことを勝手に保証しよう。
２位にはイケメン４年生トリオ、長谷川暢・

菅祐史・曽我亮太がランクイン。朝目覚めれば「側にイケメンの微笑みが
待っている」なんて、最高の目覚めすぎません？もちろん、選考理由は顔
だけではない。女性に対する優しさ、スマートさも兼ね備える彼らはまさ
に紳士。彼らの日頃の人気ぶりを見ていればこのラインナップも納得でき
る。何より、こんなに支持率の高い４年生、彼らは将来性を期待できる最
高の代であるとここに明言させて頂く。
３位は副務の本多右京。理工であるがゆえか？機械に強い。マネージャー

なので帳簿の管理もばっちり。仕事だけではなく、家庭に必要なことすべ
てを卒なくこなすことができる。彼のような男こそ家庭にいたら大助か
り！まさに理想の旦那さんと呼ばれるべき人物である。

1 位 土佐の禁断の果実こと澤近智也。試合
ではインサイドで果敢に攻める本塾の大黒柱
だが、私生活では一転優しくピュアな言動を
繰り返すというギャップの持ち主。甘い訛り
とバスケ部随一の筋肉に惚れない女などいな
いだろう。部内で誰かが女性の話をしている
時に真っ先に食いつくのも、チャームポイン
トの１つである。
2 位 1 年の時からチームの中心として活躍
してきた、髙田淳貴がランクイン。高身長で
筋肉質なその身体と、高打点から放たれるシュートに思わず見惚れ
てしまう部員も数知れない。そんなモテ男はその大きくたくましい
顔により複数の女性からアタックされることもしばしば。最近の噂
によると、バスケ日本代表の ”AKATSUKI	FIVE” ならぬ ”ATSUKI	
FIVE” というファンクラブが結成されたとか。
3 位 本塾のプリンスこと甲谷勇平。京都出身の彼は持ち前の関西
ノリで先輩に時にタメ口を使い、笑いのノリがわからない部員には
容赦なく罵声を浴びせる。一方、デートの誘いは断れないという心
優しい一面もある。しかし、デートには特に面白くもない彼のギャ
グが延々と付きまとう。更には記念日を忘れるほど無頓着であるた
め女性陣は要注意だ。

１位 小室悠太郎（社学２年）
２位 	長谷川 暢（スポ科４年）、菅 祐史

（スポ科４年）、曽我 亮太（商４年）
３位 本多 右京（先進理工３年）

１位 澤近 智也（環境情報 4年）
２位 髙田 淳貴（環境情報 3年）
３位 甲谷 勇平（環境情報 2年）

早慶
ランキング対決！

選手の中で〇〇なのは誰か？ という質問を両大学の選
手にアンケート。
大学別に、得票数に応じてランキングした。
バスケに関することから私生活に至るまで、選手の知ら
れざる一面を垣間見ることのできるこの企画は必見 !!

男子編

早 慶

早慶 RANKING

vs
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3. ベストコンビは？

「負けるわけないでしょ。」これが岡
野の第一声であった。ベストコンビ堂々
の二連覇を成し遂げたのは愛し合って
４年目、岡野佑紀と菅祐史のコンビ。
自他共に認めるその友情はどのような
ものか。学校、部活、私生活、いつで
もどこでも二人は一緒。お互いについ
て、菅は「当たり前だけどなくてはな
らない空気のような存在」。岡野は「アホさでさえ愛おしい」と表現。「帰
省中でも連絡を取り合う」「卒業後がすでに寂しい」など、二人の仲良
しエピソードは、周囲にまでも幸せを分け与える。これぞ一生もの友
人であろう。微笑ましい二人の行く末に幸あれ。
２位は山内大樹・長谷川仁哉の教育学部コンビ。「山内あるところに
長谷川あり」というように、二人はいつも一緒。バスケだけではなく様々
な競技をともに楽しそうに取り組んでいる姿は、まるで兄弟のよう。
３位は宿敵コンビ、山内大樹と矢作香穂里。「喧嘩するほど仲が良い」
とはこの二人のためにある言葉と言っても過言ではない。どこまでが
ネタなのか、もはや部員の推測の域を超える。

１位 本塾のサトシ＆ピカチュウコンビ。
下級生の時からそれぞれチームの中心とし
てバスケ部を牽引してきた。そんな 2人も
今では主将とコーチという立場で昼夜問わ
ず常に行動を共にしている。このランキン
グを目にした部員も納得の結果だろう。
2 位 2 位は本塾のとんねるずがランクイ
ン。2人は大学で出会うと、波長が同じで
あると直感的に感じ取り意気投合。以来 2
人は度重なる粗相に二人三脚で立ち向かってきた。学生トレーナー
である小祝はどんな状況でも負けない身体を山﨑に授けた。彼らは
今回の早慶戦でも何か魅せてくれるに違いない。
3 位 本塾のうちは一族。名門慶應義塾の付属校から名門慶應義塾
大学商学部に進学したエリートたち。バスケットボール部そして商
学部で社会の先導者になるための一子相伝の術を後輩である杉田
に教えている宇野。膨大な時間と単位を引き換えに杉田をより完璧
な後継者へと育成する道を選んだまさにグレートリーダーである。

１位	岡野	佑紀（スポ科４年）＆菅 祐史（スポ科４年）
２位	山内	大樹（教育４年）＆長谷川仁哉（教育２年）
３位	山内	大樹（教育４年）＆矢作香穂里（スポ科４年）

１位	鳥羽	陽介（環境情報4年）＆小川	翔平（総合政策4年）
２位	山﨑	純（総合政策3年）＆小祝	良介（経済3年）
３位	宇野晋一郎（商4年）＆杉田	雅虎（商2年）

2. 無人島に連れて行きたい人は？

「ダイビング中にインストラクターと
はぐれ、酸素が無くなりました。」「登山
中に高山病と低体温症の合併症を引き起
こしました。」「数々の死地を乗り越えて
からこそ今の自分があるのです。」と彼は
語った。１位は圧倒的得票を誇った山の
申し子、牟田朋晃。そのフィールドが孤
島に変わっても彼の生命力は衰えること
を知らない。少しでも時間ができれば絶
景を撮りに行き、オフの全てを自然と過ごすことに使う男。絶体絶命の状況
でも、彼と一緒なら明日の日の出を拝めるだろう。
２位には早稲田が誇る最強の男、富田頼。「生活の知恵がすごい」「半端な

い生命力」などの評価を受ける。冴え渡った彼の野生の勘があれば、誤って
毒キノコを…なんて事態も回避可能。たとえ未確認生物が襲いかかることが
あっても、強烈なタックルで返り討ち。崖から落ちそうになってもそのたく
ましい腕力で引き上げる。困った時はなんとかしてくれる男。これぞ我らが
ライさん！！
「食べないと死にます」———３位は小室悠太郎。最終的には彼を非常食
にするという猟奇的な意見も。食料燃費に課題はあるが、力仕事にはもって
こい。何より人間社会から遮断されたその島でも、ポジティブな小室と一緒
なら寂しいはずがない。自慢の歌を BGMにして乗り切ろう。

１位 コートを縦横無尽に駆け巡り、ボー
ルが床に転がれば、喰らいつく。泥臭く、
熱い漢である。その姿はまさに本塾の気高
き蒼き、いや毛深き蒼き猛獣。無人島で彼
がいたらどれだけ頼りになるか。ライオン
くらいであれば軽く汗で追い払ってくれるだ
ろう。
2 位 伝説を残し続ける男、SHOHEI。彼
は常人には考えられない練習量をこなし、
ボール運びからインサイドプレーまでもこ
なすオールラウンダーに成長した。また練
習外でも常人には考えられない言動でみんなを楽しませてきた、本
塾の愛されキャラ。無人島でその常識破りの思考に頼りたいという
部員の思いが強かったのだろう。
3位 伝説の兄を持つ藤井陽右は、どんなに緊迫した試合でもシュー
トを決める兄譲りの強いハートの持ち主。試合外ではその短足胴長
のフォルムと独特な笑いのセンスに定評があるが、1日の半分以上
を他人の家で過ごす居候癖でチームメイトを度々困らせる。そんな
一見変わった彼だが、最低限の常識と最低限の学力、最低限の足
の長さは兼ね備えている為、無人島でも最低限は働いてくれるだろ
う。

１位 牟田 朋晃（スポ科２年）
２位 富田 頼（スポ科４年）
３位 小室悠太郎（社学２年）

１位 吉敷 秀太（政治 4年）
２位 工藤 翔平（政治 3年）
３位 藤井 陽右（政治 2年）

早 慶

早 慶
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4. エプロンが似合う人は？

「切ったらええだけやし」———全
てをこの言葉で片付ける男、富田頼
が１位を獲得した。居酒屋やホテル
の調理補助を経験し、盛り付けだけ
は完璧と断言。その熟練した技は最
早プロ級なのではないだろうか。板
前姿…みなさん想像できましたね？
彼の父親は元料理人。その血をしっ
かりと引継いでいる。食べたいもの
をリクエストしたら、なんやかんや
言いながらどんなんものでも作ってくれそうなのが彼である。
２位は最近一人暮らしを始めた香川泰斗。おしゃれなカフェでの

バイト経験を活かした彼の作るお茶漬けは絶品。鼻歌をうたいなが
ら卵焼きを作る姿、にこやかにモーニングセットを提供する姿、な
んでも想像できるが、実際一番似合うのは彼自身が美味しそうにご
飯を食べる姿である。いっぱい食べる君が好き♡
３位は三島大河。某コーヒショップで培われた「爽やかさ溢れる

エプロン姿」が連想される。ママの美味しいご飯が待っている実家
暮らしの彼だからこそ、家庭力が培われているのかもしれない。そ
んな彼の得意料理は「ミラノサンドC」。

１位 本塾キャプテンのこの男。彼はチーム
を勝利へ導くプレーのみならず学業において
も成績優秀。さらに長年の寮生活で身につけ
た料理の上手さも持ち合わせた、まさに三拍
子揃った ”デキる男 ”だ。そんな彼がエプロ
ンを着て似合わないわけがない。必見である。
2 位 本塾のポイズンクッキングこと宇野
晋一郎。あのハンサムな顔立ちから放たれる
毒舌によって料理された後輩は数知れず、今
日もどこかで後輩たちが反撃の機会を伺って
いる。また実家が大富豪である彼にとって、家のご飯はシェフが作っ
てくれるものだと思い育ってきた。イケメンで大富豪なうえに、バス
ケ部で文武両道を体現する慶應ボーイな彼にとってエプロンが似合わ
ないなど許されないのである。
3 位 本塾の 1匹狼こと泉友樹雄。誰よりもチームに尽くし、誰より
もチームの為に厳しく後輩を指導する彼だが、少々いき過ぎた綺麗好
きである。人の作った料理は決して食べず、自分の作る料理しか食べ
ない。彼の家に入ってまず言われることは「まず風呂に入れ」。そんな
潔癖の泉がエプロンを身につけている姿はお母さんそのものである。

１位 富田 頼（スポ科４年）
２位 香川 泰斗（人間科３年）
３位 三島 大河（文２年）

１位 鳥羽 陽介（環境情報 4年）
２位 宇野晋一郎（商4年）
３位 泉 友樹雄（経済 3年）

5. 草食系男子な人は？

草食系男子の定義とは。
「どうやったら彼女ができるんです
か？」———	１位は髙阪俊輔。ひと昔前の
昭和の不良感がその要因なのかもしれない。
まるでその筋のお方であるかのような外見。
しかしその外見とは裏腹に、とぉ～っても
優しい性格の持ち主である。心配しなくて
も大丈夫！彼の隠された魅力に気づいてく
れる素敵な女性が、きっともうすぐ現れるから心配しないでほしい。
２位は学生コーチの島村隼太。基本的に穏やかな性格で、滅多に

声を荒げない。お坊ちゃんであるがゆえか、紳士的な振る舞いはお
手の物。しかし何と言っても「島村＝メガネ」の印象はあまりにも
強い。コンタクトをしているのにメガネをかける奇行の真意を知る
ものは誰もいない。
３位は中谷誠人。バスケット、私生活共に独特の持論を展開する

彼だが、女性を目の前にすると思考回路がショートするのか？通り
一辺のことしか話せなくなる。運よく彼と議論を交わせた女性のみ
彼の良さに気が付くことが出来るだろう。

1 位 本塾の韋駄天小原。力強いドリブルとチー
ム 1のスピードの持ち主だ。私生活では後輩から
いじられても決して怒らず、むしろ喜んでいる。
女性に対してはガツガツ行かず、さりげない気遣
いでポイントを稼ごうという計算高い一面もある。
その計算された行動と鍛え抜かれた強靭な足腰に
よって超人的なフットワークの軽さを誇り、度々
の隠密行動から誰にも気づかれることなく驚異的
なスピードで彼女を作ったことでも有名である。
2 位 本塾のグレッグ・ポポビッチこと小川翔平。
強烈なリーダーシップで本塾を勝利に導く名将だ
が、恋愛ではターンオーバーを連発している。バスケットボールスキルを
極めた彼は敵の戦術を手に取るように読むことができるが、女心を読むこ
とに関しては困難を極めている。失敗を恐れずに挑戦し続ける ” マンバメ
ンタリティー ”をモットーに今日も彼は iPhone を右に左にスワイプする。
3 位 本塾のダンクマシーン岩片。彼の驚異的な跳躍力から繰り出される
ウィンドミル・ダンクは多くの者を魅了する。しかし、コートを離れると
圧倒的な影の薄さで度々見失ってしまうことも。自然豊かな SFCキャンパ
スで 1人道端の草を食べる姿も何度か目撃されており、リアル草食系男子
とも名高い。もし彼が 1人草を食べているのを見かけたら是非とも話しか
けて頂きたい。

１位 髙阪 俊輔（社学３年）
２位 島村 隼太（スポ科２年）
３位 中谷 誠人（商４年）

１位 小原 陸（政治 4年）
２位 小川 翔平（総合政策 4年）
３位 岩片 悠馬（環境情報 2年）早 慶

早 慶

早慶 RANKING
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7. 地元愛が強い人は？

「東京にはそまっとらんば
い」———堂々１位は長崎出
身、さだまさし、福山雅治、中
野諭。東京にきて四年目にも関
わらず、全くと言っていいほど
標準語感を感じさせないその話
し方。聞き取ることが難しいと
いう意見も。そんな彼がオスス

メする長崎での過ごし方は？「ハウステンボスでちゃんぽん食べて、
カステラ食って、皿うどん食って、壱岐の水割り飲んだらおっけー。」
「まあ、通りもんば食べんね。」———
続く２位は博多からきたこの男。水炊き、明太子、濱田健太。

九州勢の勢いが止まらない。濱田といえばその特徴的な博多弁。
THE・九州男児な彼がオススメする福岡での過ごし方は？「もつ鍋
食べて、ラーメン食って、太宰府天満宮で初詣。」
「じゃ。」———３位は岡山から来たこの男。白桃、マスカット、
森定隼吾。部内唯一の岡山出身の彼は瀬戸内期待の星。そんな彼オ
ススメの岡山の過ごし方は？「きびだんご食べて、きじ犬猿連れて。」
いや、岡山他にもっとすることあるやろ…。

１位 埼玉県産ゴリラこと津野地。秩父の大自然
で生まれ育った彼は、野生で培ったその圧倒的な
フィジカルを武器にどんな相手も粉砕する。また
地元をこよなく愛すことでも知られ、練習が休み
の日は埼玉秩父の大自然に帰省している。最近彼
を見に秩父に訪れる人が増えたことは有名な話で、
訪れた観光客は口を揃えて「あの日見たゴリラの
名前を僕たちはまだ知らない」と言う。
2 位 タイからやってきた本塾の助っ人留学生小祝良介こと ผม อยากได้ ย	
そんな彼は学生トレーナーとして日々選手たちのメンテナンスを欠かさ
ず、練習後のタイ式マッサージは選手たちも思わず声をあげてしまうほど
の癒し効果がある。上級生になっても初心を忘れず下っ端のようにいじら
れ続ける彼についていかない後輩などいない。
3 位 東京の高級住宅街世田谷で 20年間育った、本塾のグルコサミンこ
と鈴木慧。人生を世田谷でしか過ごしたことのないそのセレブリティーさ
は、地元愛が強い人物と言えるだろう。幼少期から帝王学を学び、バスケッ
トに励んできた彼はまさに理想の学生コーチそのもので、その気品に満ち
溢れた身のこなしと限度額無制限のブラックカードの前に逆らう後輩は
存在しない。彼がいれば体育会バスケ部が社交界に進出する日もそう遠く
ないだろう。

6. サッカーがうまそうな人は？

１位は「川越のネイマール」こと、山
内大樹。ムキムキの肉体美はサッカーの
ユニフォームでさえ完璧に着こなしてし
まう。部内有数の俊足でピッチを華麗に
走り回る姿をありありと思い描くことが
できる。彼は黄金の右足を持つ ･･･「右
足しか」使わないことで有名。その体躯
を活かしたゴリ押しの漢らしいプレーに
熱狂するファンは多い。（※想像です）

続いて２位は「世田谷のメッシ」こと長谷川仁哉。海外サッカー
が大好きなことで有名。バスケでも時折見せる相手をあざ笑うかの
ような彼のプレーはまさにファンタジスタである。そのテクニック
で魅せる技を繰り出し、会場を沸かす。（※これも想像です）
３位は「亀有のケイスケ・ホンダ」こと、菊池雄大。本田圭佑並のビッ

クマウスは世界に轟く。鍛えあげられた肉体（笑）から繰り出され
る酔拳のようなフリーキックは予測不能である。いざという時の勝
負強さで彼の右に出るものはいない。（※想像でしかないです）

１位 本塾のリオネル・メッシこと原匠。彼は小柄な
がら抜群の運動神経とクレバーなプレーで相手を翻弄
する姿はまさにリオネル・メッシ。バスケの早慶戦で
大活躍した後サッカーの早慶戦でも活躍が期待される
ユーティリティープレーヤー。しかし、恋愛に関して
は驚異的なスピードが仇となり幾度もオフサイドで失
敗している。サッカーの早慶戦への出場も噂されてい
る彼から目が離せない。
2 位 本塾のリトル本田こと寺部勇佑。幼少期にラグ
ビーで培ったスピードとフィジカルで、小柄ながらも本塾の未来を担う彼は、
野心も強くスケールの大きい発言が目立つ。NBA入りを目指す彼はアメリ
カ時刻と日本時刻の時計を両腕に身につけている。彼は寝言で「New	York	
is	still	midnight」と謎の発言をして、しばしば朝練に遅刻してしまう。
3位 3位は明るいムードメーカーの吉岡がランクイン。彼は持ち前のシュー
ト力で練習後の 1on1で疲労困憊の選手たちを圧倒し、連勝記録を積み上げ
ている。おしゃれでダンスの腕も確かで歌も上手く非の打ち所がない。といっ
た冗談はさておき、人一倍の愛塾心から高等教育を人より長い 4年間受け
た彼はサッカーくらい上手くて当然であるというのが部員の総意である。

１位 中野 諭（人間科４年）
２位 濱田 健太（社学４年）
３位 森定 隼吾（商４年）

１位 山内 大樹（教育４年）
２位 長谷川仁哉（教育３年）
３位 菊池 雄大（スポ科３年）

１位 津野地宥樹（政治 2年）
２位 小祝 良介（経済3年）
３位 鈴木 慧（法律 3年）

１位 原 匠（環境情報 4年）
２位 寺部 勇佑（環境情報 2年）
３位 吉岡慶一郎（商 3年）

早 慶

早 慶

29



30

早慶 RANKING

女子編

1. 結婚したい人は？

女性なら誰もが憧れる結婚という二文字。この言葉に最も
ふさわしい女性1位に選ばれたのは内山未悠。このかわいら
しい顔立ちに、英語ペラペラという才色兼備な彼女。そして
優しさにあふれているといういい女っぷり。堂々の第１位！
2位は安藤友里恵。女バスを明るく盛り上げるムードメー
カー。しっかり者で頑張り屋さんな一面もある彼女にきっとあ
なたも惚れこんでしまうこと間違いなし！
3 位は誰もが認
める女バスを代表
する美女、田中真
美子。美しすぎる容
姿は皆さんご存知
のこと。だが彼女
の魅力はそれだけ
ではない。運命の
相手を探しているそ
このあなた、今が
チャンスですよ。

結婚したい人ランキング1位に選ばれたの
は、豊村沙恵。優しすぎるくらい優しい彼女
は、間違いなく良いお嫁さんになるだろう。
彼女は老若男女、全世界の全ての生き物に対
して優しいので、旦那は嫉妬してしまうかも
しれないが…。そして日々の生活に疲れた時
には、彼女の天才的な天然っぷりが癒してく
れるだろう。しかし、ウエイトを愛し磨き上
げられた彼女の肉体を見てしまったら、結婚
生活が恐怖に変わるに違いない。
第2位は、足立はな。女子校育ちのほんわかした雰囲気を持ち、一目見た
だけでこのランクインの理由が分かるだろう。工事現場のライトを見て、「イ
ルミネーション綺麗だね。」と言うなど独特の感性を持つ彼女と送る結婚生
活は、普通のものとは一味違う楽しい毎日を過ごせるだろう。
第３位に選ばれたのは、山崎多絵。彼女を嫁にしたいという男性は、真冬
でもタイツなしでスカートを履いている彼女の色気にきっとやられてしまっ
たのだろう。もしそのせいで彼女が風邪をひいてしまったら、ぜひ看病して
あげよう。しかし、毒舌な彼女から槍のような暴言を吐かれても耐えられる
男性でないと彼女の旦那は務まらない。

１位 内山 未悠（社学 3年）
２位 安藤友里恵（スポ科 3年）
３位 田中真美子（スポ科 4年）

１位 豊村 沙恵（商 4年）
２位 足立 はな（法律 2年）
３位 山崎 多絵（政治 3年）早 慶
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3. ベストコンビは？

1 位に選ばれたのは谷口涼佳＆中田珠未の親子コンビ。まだまだ
成長が止まらない高身長ベビー中田の活躍を陰で支えているトレー
ナーの谷口。パワフルな中田と穏やかな谷口の正反対の二人の異質
な絡みが、チームを笑いの渦に引き込むのである。
2位は社会科学部を代表する 3年生仲良しコンビの内山未悠＆岩

田千夏子。同じ学部でいつでも一緒の 2人。誰もが認める仲の良さ
は、長い年月をかけて 2人の友情が愛情に変わるかもしれない…。
3位はもはや家族との呼び声高い 2年生コンビ船生晴香＆石井香

帆。スポーツ科学部で同
じ寮に住み、大学生活の
ほとんどを共に過ごして
いる二人。そんな二人は
コートの中でも外でも息
ぴったり。未来の早稲田
を背負う名コンビである
に違いない。

ベストコンビ第 1位に選ばれたのは、井ノ本
雅子&松浦紗季コンビだ。この 2人は仲が良い
というより主従関係にある。その様子は、まる
でド Sの飼い主が体育館で放ったボールを拾い
に行くドMのわんこ。ワンワン鳴いているわん
こを愛のムチで飼い主が育てている。そんなこ
んなでお互い必要不可欠な存在であるのだろう。
第 2位は磯部紗希＆和田かおるコンビだ。「私
かおるっていうの。あなたの名前は？」これが二人の出会いだった。それから 3年。
身長 157cmの二人がじゃれ合う姿は一見仲睦まじく、オフの日も自主練に汗を流す
姿はチームメイトから慕われているように見える。しかし、時折り目撃される度が過
ぎたいちゃつきあいに、周りの部員はただただ鳥肌全開。二人の間に愛が芽生えるの
は、七夕である今日かもしれない。天の川は見ているだろうか。
第 3位は重増志保&須藤史帆コンビだ。コート上で有名キャラを見つけたら、そ
れはこのしほちゃんズのどちらかに違いない。それぞれワンピースのニコ・ロビン（命
名梅木理沙）とNHKのニャンちゅう（命名梅木理沙）に瓜二つな彼女達は、そのイ
ンパクトある容姿とは裏腹にシャイであり、いつも知らぬ間にチームメイトの視界か
らフェードアウトしがち。その能力を活かしてプレーではディフェンスの裏を取り、
日常生活ではいじられキャラとして存分に力を発揮してくれる。声をかければ２人し
て絶妙な半笑いで応えてくれるだろう。

１位	谷口	涼佳（スポ科4年）＆中田	珠未（スポ科3年）
２位	内山	未悠（社学3年）＆岩田千夏子（社学3年）
３位	船生	晴香（スポ科2年）＆石井	香帆（スポ科2年）

１位	井ノ本雅子（商4年）&松浦	紗季（文4年）
２位	和田かおる（理工4年）&磯部	紗希（文4年）
３位	重増	志保（環境情報2年）&須藤	史帆（文2年）

2. 無人島に連れていきたい人は？

見事 1 位を獲得した
のは早稲田が誇るビッグ
ベビー中田珠未。驚異の
運動神経とスタイルを持
ち合わせた最強の女。そ
のうえその高すぎるテン
ションどんな場所でも発
揮できる才能の持ち主。
ぜひ一度体感していただ
きたい。
2位はバスケ界の羽生

結弦選手でおなじみの 3年岩田千夏子。誰もが認めるセンス
の良さと器用さが持ち味の彼女。リュックに入りそうなサイ
ズ感とキュートな笑顔でどんなことでも難なくこなす彼女を
無人島のお供にしてはいかがだろうか。
3位は 4年山田奈央。ユーモアあふれる彼女だが、商学部
のGPAモンスターという超エリート。無人島で生き抜く術
を考えてくれること間違いなし。

無人島に連れて行きたい人第 1位を飾ったのは、我ら
が主将、森川唯加。バスケで多彩な才能を魅せる彼女だが、
サバイバルにおいてもその鋭い勘と母性本能で生き抜く
術を共に見つけ出してくれるだろう。無人島でも得意な料
理を振舞ってくれることは間違いなし。だが、合宿で桃
やレモンを皮ごと頬張る彼女が放った言葉は、「だいたい
何食べても死なないから大丈夫。」無人島で彼女が使う食
材に注目である。繊細かつワイルドな創作料理に期待大、
時には覚悟して食べなければならない料理もあるだろう。
第 2位に選ばれたのは本塾の主務、松浦紗季だ。彼女の食欲は留まるところを知らない。

練習後、部員揃ってご飯を食べに行くと、スタッフとは思えぬ勢いで、運動をしてきたプレー
ヤーの誰よりも多くの量を平らげてしまう。そんな「食べること」へ強すぎる執念を持つ
彼女と共にいれば、食料の限られた無人島でも、まだ誰も見つけたことのない貴重な食材
にありつけるような気がしてならない。
第３位は現2年生にしてチーム最小の白藤優果。145cmで身長詐称を疑われているが、

そんな彼女を連れて行く利点はなんといってもそのコストパフォーマンス。コンパクトサ
イズにまとまる彼女とであれば、視界を邪魔することなく、無人島の風景を楽しむことが
でき、また彼女が住処でとるスペースも他の者に比べて小さいだろう。それでいて、同期
で 1番の筋肉の持ち主である。小さくても頼りになるところを是非証明してほしい。

１位 中田 珠未（スポ科 3年）
２位 岩田千夏子（社学 3年）
３位 山田 奈央（商 4年）

１位 森川 唯加（経済 4年）
２位 松浦 紗季（文 4年）
３位 白藤 優果（理工 2年）

早 慶

早 慶



3232

4. エプロンが似合う人は？

1 位に選ばれたのは
田中真美子。この美し
い顔立ちに、家庭的な
オーラまでも持ち合わ
せているという女性な
ら誰もが憧れるような
存在。そんな彼女だが、
コートの中ではチーム
の大黒柱。早慶戦でも

彼女の力強いプレーで魅せてくれることだろう。
2位は料理上手で有名な大西胡桃。まさにエプロンが似合う

女性の理想像である。かわいらしい容姿に加えて、抜群の運動
神経を持つ彼女だが、料理まで得意というのだ。彼女の能力を
少し分けていただきたい。
3位はまたまた 4年生！女バスのお母さんの谷口涼佳。彼女

のこの溢れんばかりの癒しのオーラにエプロンが似合いすぎて
いる。そんな彼女だがトレーナーとしてとても頼りがいのある
かっこいい一面も持っている。彼女の魅力は計り知れない。

エプロンが似合うランキング。お年頃のレディー
ならば、誰もが選ばれたいランキングの堂々の第 1
位は山﨑結香子。通称本塾のステラおばさん。見た目
が似てるのか、もはや本人なのか。最近の彼女の悩み
は、本人以上にエプロンとクッキーが似合うこと。ハ
リセンボン春菜に負けず劣らず。さあお腹の空いてる
皆さん、ご一緒に「クッキーちょうだい！」。どこか
らか聞こえて来るはず、「ステラおばさんじゃねーよ。」
第２位は頃末沙樹。理工学部に在籍しており、テスト期間中は、暇さえあれ

ば勉学に励んでいる姿をよく見かける。そんな彼女は勤勉で頭脳派である反面、
家庭的な一面が垣間見られる印象がある。先輩の家で料理を作ったり、バレンタ
インデーには手作りの本格的なお菓子を部員一人一人に振る舞っていた。彼女に
胃袋を掴まれたそこのあなた、気をつけて。彼女の料理道具はスポイトとフラス
コとメスシリンダー、隠し味には毒性強めのホルムアルデヒド、らしい。
第 3位は小福川莉奈。一人暮らしの彼女は、自炊しては作りすぎた料理に追

い込まれている。カレーを作ればカレー生活5日間。カレーを食べすぎて日に日
に元気を失っていく。お腹をすかせて彼女の家を訪れれば、喜んでカレーを差し
出してくれるであろう。そんな料理上手な彼女の主食は、なんていったって皮を
むくだけのバナナ。

１位 田中真美子（スポ科 4年）
２位 大西 胡桃（スポ科 4年）
３位 谷口 涼佳（スポ科 4年）

１位 山﨑結香子（文 3年）
２位 頃末 沙樹（理工 3年）
３位 小福川莉奈（法律 2年）

5. 肉食系の人は？

今回圧倒的票を獲得
し 1 位となったのは
山田奈央！見ての通り
王者の風格が漂ってい
る。圧倒的存在感で世
の中を食い荒らすのは
女バスの逸材山田奈央
なのである。
2位は中田珠未。愛
らしい笑顔と抜群のス
タイルを持つ彼女。老若男女問わずだれにでもフレンドリー
で積極的な彼女。納得のランクイン。
3位は大西胡桃。見ての通り小動物のようなかわいさに、
恐ろしいほどのコミュ力という武器を持つまさにモテの極道
をゆく彼女。このかわいらしい見た目からは想像できない肉
食な一面を持っているらしい。好きな子にアタックできない
あなたの悩みをかなえてくれるかも！？

肉食系ランキングで圧倒的勝利を収めたの
が、高瀬華琳だ。ゴール下で数々の激しい戦
いを乗り越え鍛え上げられたフィジカルの印
象が強い彼女だが、コート外で鍛え上げられ
たコミュニケーション能力は、まさに肉食系。
彼女の辞書に社交辞令なんて言葉は存在しな
い。相手が誰であろうと果敢にコミュニケー
ションをとる姿は百獣の王。しかし、最近の
彼女は肉食系どころかある人しか眼中にないらしい、つまらない。
第 2位はちょっと違った肉食系、和田かおる。狙った獲物は逃がさな

い、ではなく狙った食物は逃がさない。しかし誰よりも努力を惜しまな
い彼女の食べる姿は嫌味がなく清々しく、好印象。どこかで見た気がす
る、そう、吸引力の変わらない、ただ一つの掃除機、WADAISON。こ
れを読んでいるあなた、目を離さないで、食べ物がなくなってしまうか
ら。
第 3位は梅木理沙。本人いわく「お肉より魚派だから肉食系じゃない

よーん」らしい。流石は幼稚舎クオリティ。予定の数はチーム 1、フー
トワークが軽いのか、気持ちが軽いのか。オフの日であっても、少しの
休息も許さない彼女のストイックさは、尊敬にも値する。

１位 山田 奈央（商 4年）
２位 中田 珠未（スポ科 3年）
３位 大西 胡桃（スポ科 4年）

１位 高瀬 華琳（経済 4年）
２位 和田かおる（理工 4年）
３位 梅木 理沙（経済 3年）早 慶

早 慶

早慶 RANKING
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7. 地元愛がある人は？

1 位に輝いたのは愛にあふれた長谷川玲子。福井県でのびのび
と幼少期を過ごした天使長谷川の地元愛の大きさに日々驚かされ
ている。福井を代表する彼女の華麗なシュートをご覧あれ！
2位は浦安が誇る美白すぎる才色兼備といえばこの人。中村美

羽である。彼女こそまさに浦安を愛し浦安に愛された女。ディズ
ニーランドで成人式を迎え、スピーチまでこなした秀才でもある
中村。これからも彼女はディズニーランドと一緒に大きく成長し
ていくに違いない。
3位は双子の姉と顔が全く

一緒の船生晴香。暇さえあれ
ば地元を思う地元愛が強すぎ
る彼女。家族愛が強い彼女だ
が、双子のかたわれを思い、
毎日枕をぬらしているとのう
わさも！？そろそろ東京に慣
れてきてほしいものだ。そん
な愛にあふれた彼女の成長を
温かく見守っていただきたい。

地元への愛が止まない３人を紹介しよう。	1	位は大
阪出身の井ノ本雅子。関西弁の彼女が繰り広げる日々の
トークショーを楽しみに部員は体育館を訪れる。彼女の
大阪仕込みのトークはそこらの芸人よりはるかに面白い。
笑いの聖地と呼ばれる大阪出身の名に恥じないどころか、
大阪の宝とも言えるほどの面白さ。帰省した際、独り暮
らしの家の鍵を実家に忘れてしまったことがあるそうだ。
大阪が好きすぎて日吉に帰りたくなかったのだろうか。
いや、大阪が宝である彼女を、東京に帰してくれなかったのだと私は思う。彼女が大阪を愛
しているのではなく、大阪が彼女を愛しているのかもしれない。吉本新喜劇に引き抜かれな
いかチームとしては不安である。	
2	位は神奈川県鵠沼海岸出身の頃末沙樹。彼女の夏の服装は、いつも決まって Tシャツ

にジーパンと、あまりお洒落を気にしない。しかし、鵠沼海岸で遊ぶ時だけは、Tシャツに
ショートパンツとお洒落に少しだけだが気合いが入る。都会で遊ぶより地元の海岸で遊ぶ方
が、テンションが上がるらしい。なぜだろう。まさか海岸で行われているビーチバレーのせ
いではないだろうか。彼女はエプロンが似合う人ランキングに入るほど、おしとやかで終始
落ち着いているが、本当は小さい頃からずっと見続けてきた、真夏に黒焦げになって砂浜で
ビーチバレーをするパーティーピーポー系女子に憧れを抱いているのかもしれない。
3	位は千葉県出身の和田かおる。千葉県の名産と言えば落花生。みなさん落花生の素晴

らしい効果をご存じだろうか。食欲増進効果である。彼女の食事の量は、チームの誰も計り
知れない。同期が食べる倍の量のパスタを半分の時間で食べることができる。小さい頃から
地元の落花生を食べ続け、無限の胃袋を手に入れたのだろう。地産地消。これぞ地元愛だ。

6. サッカーが上手そうな人は？

1 位に輝いたのは、我らが主将高田静。早稲田の絶対的ポイ
ントガード。いつも華麗なドリブルとパスさばきで観客を魅了
している。“神 ” と称される彼女だが、バスケだけでなく、サッ
カーにおいても神と呼ばれし女なのかもしれない。
2位は３年安藤友里恵。鍛え抜かれた肉体とパワフルな根性

でバスケ界ではなく、サッカー界でも輝く日は遠くないかもし
れない。彼女のスマイルで会場を沸かせてくれることだろう。
3位は実はサッカーをしようかとも思っていたという 3年岩

田千夏子。運動神経の良さとセンスの良さはもちろんのこと、
ショートカット
にヘアバンのス
タイルはなでし
こジャパンにい
てもおかしくな
い。次のワール
ドカップにご期
待ください。

本日の午後は、サッカーの早慶戦。そこで
このランキングにも注目したい。第１位に輝
いたのは我がチームのトレーナー阿部真璃奈
だ。可愛らしい容姿を持ち、一見サッカーと
は程遠くも感じられる彼女だか、そんな素
敵な印象も膝上まで。現在、トレーナーとし
てチームを外から支える存在であるにもかか
わらず、彼女の膝下は立派で逞しい。彼女な
ら、すね当てなしでも活躍できること間違い
ない。サッカー早慶戦も乞うご期待。
続いて２位を飾ったのは女バスのオシャレ番長、梅木理沙。彼女
のトレードマークとも言えるのが、練習の度にしっかりとコーディ
ネートが考えられたカラフルなヘアーバンドだ。そのイメージが、
彼女とあのなでしこジャパンを結びつけたのではないだろうか…。
そして３位は、ニューヨーク学院出身の梅田香だ。成長期の４年
間をアメリカで過ごした彼女は、身長 174cmと女バス一の身長を
誇るほどにたっぷりとアメリカンサイズ（？）に成長した。そんな彼
女が持て余す長い脚は、自在にサッカーボールを操るに違いない。

１位 長谷川玲子（社学 4年）
２位 中村 美羽（社学 3年）
３位 船生 晴香（スポ科 3年）

１位 高田 静（スポ科 4年）
２位 安藤友里恵（スポ科 3年）
３位 岩田千夏子（社学 3年）

１位 井ノ本雅子（商 4年）
２位 頃末 沙樹（理工 3年）
３位 和田かおる（理工 4年）

１位 阿部真璃奈（経済 4年）
２位 梅木 理沙（経済 3年）
３位 梅田 香（環境情報 2年）

早 慶

早 慶
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―― 伝統ある大学の主将に選ばれたことをどのように感
じていますか？
鳥羽 歴史ある慶應義塾體育會バスケ部の主将に選ばれ
たことはうれしく思う反面、背負うものも大きいので、しっ
かり役割を果たしていきたいなとも思います。

濱田 僕も伝統ある早稲田大学の主将として、選んでも
らったことは光栄に思いますし、1 年間の成績の責任を担
うということで、この 1 年間をより良いものにしていこう
と思っている次第です。

――新体制が発足してしばらく経ちましたが、ここまでの
チームの雰囲気はどうですか？
鳥羽 今はケガ人も多くて、なかなか万全な状態とは言
えないですけど、練習の雰囲気はみんなすごく前向きに取
り組んでくれていて、やっぱり春の最大の目標は早慶戦で
勝つことなので、順調に進んでいるんじゃないかと思いま
す。

濱田 今年は 1 年生から 4 年生まで全員が意見を発信し
て、全員の意識が一体となったチームにしていこうという
スローガンを最初に掲げたので、ここまでは順調にまと
まっていけているかなと思います。

――六大学戦で一度対戦しましたが、お互いのチームの印
象は？
鳥羽 早稲田はサイズがあってなおかつ、ガードはスピー
ドがある。すごくバランスの良いチームだなと思っていま
す。

濱田 慶應はとにかく早い動きから、ペリメーターの正
確性が高くて、少しでもチェックにいかなければ決められ
てしまうという印象を受けたので、ハードにディフェンス
しなければ負けてしまうなと思いました。

――鳥羽選手が福大大濠高、濱田選手が福岡第一高と同地
区の高校でしたが、お二人の面識は？
鳥羽 小学校の全国大会から、ずっと戦っていて、中学
校も全国大会で戦って、高校も大濠と第一はライバル関係
でしたね。

――昔からのライバルといった関係ですか？
鳥羽 腐れ縁というか（笑）

濱田 中学校まではあまり意識してなかったんですけど
（笑）

――昨年の早慶戦を振り返って
鳥羽 37 勝 37 敗というタイだったところで、うちが一つ
勝ち越したかったところなんですけど、終盤の大事な場面
で早稲田は絶対に得点してきたのに対し、うちは点を取り
切れなかったので、今年は絶対自分たちがやっていかな
きゃいけない部分だなと思いました。

×主 将 
  鳥羽 陽介

慶
大

主 将
  濱田 健太

早
大

THE 対談―慶應×早稲田 男子主将
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濱田 自分が入学してから毎年競った試合展開で、去年
も競った試合でした。一昨年とその前は、慶應の気持ちの
強さに対し、早稲田の気持ちの弱さが出て、負けてしまっ
たと思うので、そこだけは負けないように、一試合通して
強い気持ちで戦った結果、去年は勝つことができたのだ思
います。

――早稲田が 38 勝、慶應が 37 勝という戦績については
どのように感じていますか？
鳥羽 もちろん今年勝ってタイに戻して、来年後輩に勝っ
てもらいたいなという思いで今年絶対勝ちに行きます。

濱田 伝統は感じながら、今年のチームで慶應に絶対勝
つという思いで、準備を進めています。

――お二人が入部してからの戦績で言えば、慶應が 2 勝、
早稲田が 1 勝ですね？
濱田 やっぱり、負け越しで大学生活を終わりたくない
という気持ちがあるので、絶対勝ちたいですね。

鳥羽 最上級生として勝つということは主将としての役
割だと思うので、しっかり果たしていきたいと思います。

――早慶戦でのキーマンは誰だと考えていますか
濱田 誰って言うのは難しいのですが、3 年間早慶戦を経
験してきた 4 年生の気持ちの強さはチームに波及していく
ので、4 年生全員がいかに泥臭く粘り強く早稲田らしく頑
張れるかということが鍵になると思います。

鳥羽 同じですね。4 年生がどれだけ強い気持ちを持てる
かが鍵になるのではないかと思います。

――相手チームで警戒する選手は？
濱田 気持ちがすごく強く勝敗に影響する中で、エース
で主将である鳥羽君をのせるとチームが一気に勢いづいて
しまうので、特に鳥羽君に仕事させないことが鍵になると
思います。

鳥羽 僕は、濱田、長谷川、富田の 4 年生 3 人を挙げますね。
3 人は経験も豊富で、試合に出る 4 年生としてコートでチー
ムを引っ張ると思うので、彼らをどれだけ機能させないか
というところが勝敗を分けると思います。

――今年は、代々木ではなく大田区で行われることについ
てどうのように考えていますか
鳥羽 プラスに考えれば代々木より人が入るので、集客
を頑張ってさらに盛り上がる早慶戦になればいいかなと思

います。代々木でやりたかったなという気持ちは少しある
のですが、会場は特に関係なく、早慶戦という独特の雰囲
気があると思うので、盛り上げていきたいです。

濱田 3 年間代々木で開催されていたので、早慶戦といえ
ば代々木というイメージはありますが、会場が変わったこ
とで独特の雰囲気がどう変化するか分からないので、今ま
での経験が通じなくなるかもしれないですね。そこはしっ
かり試合に入れるように、雰囲気に飲まれないようにして
いきたいなと思います。

――早慶戦への意気込みは？
鳥羽 勝敗をタイに戻すというのもありますし、自分と
しても最後の早慶戦ということで、勝ちを取りに行きたい
と思います。

濱田 この早慶戦に勝つか負けるかっていうのは、今後
のシーズンにも大きな影響があるし、勝つことが前期の目
標でもあるので、絶対に勝ってこの一年間に弾みをつけた
いと思います。
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――昨シーズンを振り返っていかがでしたか？
高田 最初のトーナメントで優勝できたのですが、リーグ
では２位に終わってインカレでも順位を落としてしまった
ので、大事なところで勝ち切れなかったのがチームの課題
だなと思いました。
大西 春のトーナメントよりも終盤の方の印象が強いで
す。シーズン最後のインカレで勝てなかったのが残念でし
たが、４年生のリーダーシップや声掛けがとても力になっ
ていました。すごく良いチームだったと思います。
森川 前半は上手くいっていましたが、リーグ戦が始まる
時に主将だった先輩が怪我をして、そこからチームの調子
が崩れてしまって本来の力が発揮できなかったです。
磯部 リーグ戦では勝ち切れない試合がずっと続いて３部
から落ちてしまったので、今年は１試合１試合を大切に
戦って勝っていきたいなと思います。

――昨シーズンお互いのチームにどんな印象を感じましたか？
高田 早慶戦と六大学リーグの２回しか対戦する機会はな
かったですが、とにかく相手に一生懸命向かってくるチー
ムというイメージですね。
大西 六大学のときは試合開始からすごく勢いを感じるプ
レーをしてきたので、自分たちも同じような気持ちをもっ
て戦わないといけないなと感じさせられました。
森川 あらゆるプレーが上手いので、毎年さすがだなと
思っています。
磯部 ドリブルやシュートなど一つ一つのプレーが本当に
上手で、早稲田との試合はそういうところを勉強して盗む
チャンスだなと思っていました。

――新チーム発足から今まで振り返っていかがですか？
高田 早稲田は今年ヘッドコーチが不在で、毎日指導して
くれる人がいない状況なので、今までよりも学生主体に

なって自分たちで考えてプレーすることが多くなりまし
た。まだ始まったばかりなので、完全に手探り状態です

（笑）。
大西 ヘッドコーチがいないからこそ、皆がお互いに指摘
し合えるチーム作りを目指しています。上手くいっている
かはまだわからないですけど、今年こそは結果を残せる年
にしたいですね。
森川 慶應もコーチがなかなか練習に来られない中で、
チームメイト同士の繋がりを強くして自分たちの力でやっ
ていこうと意識しているのですが、なかなか難しくて試行
錯誤しています。

――主将・副将に就任した感想はいかがですか？
高田 私はガードのポジションでプレーしていて、普段の
試合でも指示を出してチームを引っ張っていこうという意
識は昨年からあったので、主将になることは特に重荷とは
感じなかったです。プレーの面ではしっかりと周りをリー
ドしていける自信はあるので、今後はプレー以外の部分で
もチームメイトに気を配るといったところも頑張っていき
たいです。
大西 決める時も副将は正直誰がやってもいいかなって感
じでした。なので、特に副将だから何かをやるという訳で
はなく、４年生全員で主将を支えていければいいかなと思
います。
森川 性格的にそんなに向いているほうではないと思うの
で…（笑）。大変ですけど、チームメイト、特に同級生に
は本当に助けられています。
磯部 私は昨年そんなに試合に出てはいなかったので、そ
れでも副将になったということは、控えの立場を経験した
ことが買われたのかなと思います。それを活かして、主将
がチームを引っ張っていくのをフォローしていくのが自分
の役目かなと思っています。
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――昨年とチームの雰囲気に変化はありますか？
高田 今まで通り選手同士で声を出し合ってやれています
ね。変わったところはそんなに…（笑）。
大西 みんな明るく元気な雰囲気です（笑）。
高田 でも今年は昨年以上に基礎的なことを練習してい
て、プレーの姿勢やチームルールに対する意識は昨年以上
に高まっているように感じます。
磯部 慶應も今年は基本的なことを特に意識して練習して
います。他にも学年を交えたグループを作って後輩と話す
機会を増やして、学年の壁を無くそうと頑張っているとこ
ろです。
森川 細かいことや気になることを溜め込まずに言い合う
ようにしています。最近は互いに本音で話せることも多く
なったかなと思いますね。

――オフの日はチームメイトと過ごしたりはしますか？
大西 オフの前日にみんなで遊ぶことが多いよね？日曜の
練習の後に温泉行ったり焼肉行ったり。
高田 オフの日は部活以外の友達と遊ぶことが多いです。
あとはチームメイトともたまにドライブとかディズニーと
かに行ったりもしますね。
大西 でもたまに４年生主催で全学年集まる会もあって、
川に行ってバーベキューしました。まあ年に１回だけです
けど（笑）。
森川 オフはあんまり外に出ないので（笑）。遊ぶときは
大体チームメイトとですね。
磯部 早稲田みたいに全員で遊びに行ったりしてみたいで
すけど、後輩たちが忙しいみたいで・・・。私は同期の４
人が仲良しなので、みんなで練習後にパンケーキとか食べ
に行ったりします。

――昨年の早慶戦を振り返っていかがでしたか？
高田 早慶戦は普段とは違って毎年いろいろな人が見に来
てくれる試合なので、その雰囲気を楽しみながらも、試合
では自分たちのやるべきことをしっかりと出来たと思いま
す。
大西 代々木で早慶が並んでお互いの校歌を聴いている
と、自分は早稲田に入ったんだなと実感します。早稲田も
慶應も両方が意地をぶつけ合う雰囲気がすごく好きで、昨
年もお互いに全力が出せた早慶戦だった気がします。
森川 100 点以下に抑えるという目標は達成できませんで
したが、OB の方などからは「今までで一番良かった」と
言ってもらえたので、その意味ではよかったかなと思いま
す。
磯部 代々木という特別な場所で、早稲田も慶應もたくさ
んの人が応援に来て、大観衆の前で伝統の試合ができると
いうのがとてもありがたいなと感じました。

――今年の早慶戦で改善したい点はありますか？
大西 昨年は４年生が何人か怪我で出られなかった覚えが
あるので、みんながコートに立って楽しめる試合になれば
いいなと思っています。
磯部 一つでもいいので、何か「これだけは早稲田に通用
した」というものが見つけられるといいなと思います。

――大観衆の前では緊張しますか？
大西 （高田の方を見て）しないでしょ？
高田 周りからは「緊張してないでしょ！」って言われま
すけど、自分ではしているつもりです（笑）。
大西 私も緊張はしますけど、それよりも楽しい気持ちの
方が大きいです。気分が明るくなるタイプですね。
森川 普段あんなに大勢の観客の前で試合をすることがな
いので、毎回すごく緊張しています。
磯部 私もすごく緊張するタイプです。なので、自分より
緊張している人を見つけて落ち着くようにしていますね。
高田 緊張するときは、「緊張する」って口に出して周り
としゃべっていると、気も紛れてリラックスできる気がし
ます。
森川 私は試合が始まってしまえば案外大丈夫ですね。

――最後に早慶戦への意気込みをお願いします。
高田 今回は日程がサッカー早慶戦と被っていて、場所も
代々木ではないので、観客の面はどうなるのかと思うこと
もありますが、お客さんに来てよかったと思ってもらえる
ように、良いプレーをしたいです。自分にとっては最後の
早慶戦なので、あの独特の雰囲気、盛り上がりを楽しめた
らいいなと思います。
大西 お互いの誇りをしっかりと持って、自分たちも楽し
みながら観客も楽しませられる試合にしたいです。
森川 たとえ点差は離れても、最後まで諦めない姿勢を見
せられたらいいなと思っています。
磯部 自分もやり切りたいし、出ている選手全員にやり
切ってほしいです。最後までずっと応援してもらえるよう
な試合にできたらいいなと思います。



――六大学リーグで新チームでの初対戦（67-62 で早稲
田が勝利）となりましたがいかがでしたか？
富田 慶應は昨年のインサイドの４年生が抜けてサイズ
は小さくなったけれど、その分ペリメーターでのシュート
や動きの精度が高くて、やりにくい部分がありました。
岡野 お互い主力選手が結構いない中での試合だったの
ですが、それでも慶應のハードワークは健在で、ひたむき
にプレスをかけてくる選手が多かったので、そこはとても
厄介で気をつけないといけなかったです。
小原 早稲田は本当によく走るチームだなというのが
第一印象でした。サイズの大きい選手も多くて外からの
シュートも入るので、本当に守りづらかったです。
吉敷 自分たちと比べても全員大きくて、その上で全員
シュートもドライブもできるオールラウンドなチームだ
なという印象がありました。あとは単純に強かったです。

――2 月～ 3 月、B リーグの青森ワッツでプレーした長谷
川選手ですが、どういった経験になりましたか？
長谷川  外国人選手と一緒にプレーしたことや、逆に相
手に２人も外国人選手がいる中でプレーできたことはと
ても自信になりました。いろいろと試行錯誤する中で、今
までにはなかった余裕や視野の持ち方が身についたと思
うので、それは早稲田でプレーする上でもプラスになるは
ずだし、プロでプレーできてよかったです。

――この春に練習で重視したことは何ですか？
澤近 昨年と比べてサイズがない分、まずは全員でリバ
ウンドを取りきることですね。そこから速攻は出せなくて
も、セットオフェンスでスクリーンを使ってズレを作って
から１対１を仕掛けようって感じです。そこからディフェ
ンスが来たらパスを出して、ノーマークでシュートを打つ
形を目指してやってきました。
長谷川  昨年まではピック＆ロールが多かったですけど、
今年は１対１を多めにやろうと考えています。なので、攻
撃でも守備でも１人１人の責任が大きくなるなというの
は練習でも感じています。ただ大きい選手も小さい選手も
全員がリングにアタックする、３ポイントを打つ、早稲田
らしくディフェンスをする、走るというのは変わらずやっ
ていきたいです。

――新体制で変わったことはありますか？
岡野 新入生で入ってきた２人が結構試合に出ることが
多くて、ガンガンやってくれる雰囲気があります。それ
は今までになかった感じなので、新しい風が吹いています
ね。
長谷川  上手くまとめるなあ（笑）。
吉敷 うちはサイズが小さくなって戦術が大きく変わっ
たので、まずはコミュニケーションを取っていかないと始
まらないと思って、練習中もとにかく喋ることを意識して
います。上手くいかなくてコーチ陣に怒られることも結構
ありますけど。

――お互いのチームにはどんな印象を抱いていますか？
富田 慶應は早稲田と戦うときはちょっと目の色が変わ
るっていうイメージが強くて…。
一同 （笑）
富田 自分たちの嫌なところを突いてくるプレーをやっ
てくるので、自分たちも負けてられないですね。良い意味
でバチバチやりあえていると思います。
澤近 早稲田は前から激しいディフェンスをしてくるっ
ていうのが一貫していますね。そういうイメージです。は
い。
吉敷 短けえ（笑）。

――早慶の選手間で交流はありますか？
一同 ないですよね～。
澤近 でもこの前、就活で濱田健太君に会いました。
一同 （笑）
小原 あとは何となく埼玉県出身が多いイメージが。
長谷川  ここ（長谷川・小原）は中学で試合したことがあっ
て。
小原 ボコボコにされた経験しかないですけど（笑）。
吉敷 （長谷川と）俺も試合してるから！忘れないで（笑）。
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富田 原（匠）とは大阪のジュニアオールスターで一緒
でしたね。
岡野 鳥羽とはここ（岡野・長谷川）と濱田と４人で高
校の時に一緒に代表チームでプレーしたこともあるね。

――オフの日もチームメイトと過ごすことはありますか？
吉敷 最近は就活が忙しいのであんまり・・・。でも基
本的には同期で予定合わせて遊びに行くとか・・・だよね？
小原 まあ・・・。でもあんまりなくない？就活が忙しいっ
てことにしとこうぜ。
一同 （笑）
小原 ほんとは仲いいです。
岡野 僕らは同期５人が寮に入っているので、その寮生
で遊びに行ったり、５人で一緒に就活やったりしています。
うちは仲良くやっています（笑）。

――昨年の早慶戦を振り返っていかがでしたか？
長谷川  今までの試合の中でも特に印象に残っています。
１・２年の時は自分も試合に出られなくてチームも負けて
しまったので非常に悔しかったです。３回目の昨季も前半
は慶應のペースに飲まれていたけれど、最後に勝ち切れ
たっていうのは早稲田にとっても大きかったし、早慶戦勝
利は目標の一つだったので嬉しかったです。
富田 ただただ勝ててよかったです。
澤近 前半は慶應のペースで、これはいけるなって思っ
たんですけど、後半に早稲田がリードしてからはズルズル
いってしまってギアを上げることもできなかったです。不
完全燃焼でした。
吉敷 前半は良かったけど、後半に長谷川君が鬼のよう
に襲い掛かってきたので・・・。
一同 （笑）
吉敷 その気持ちに圧倒されて流れを持っていかれたの
が全てだったかなと思うので、今年は 40 分間気持ちのこ
もった戦いができればなと思います。

――今年の早慶戦の勝敗を分けるポイントは何だと思いま
すか？
長谷川  早稲田は慶應よりもサイズがあるのでそこを突
いていくのは勿論ですが、早慶戦は気持ちの部分が大事で、
一瞬でも引いてしまうと一気に流れを持っていかれると思

います。技術やプレーではなく勝ちたい気持ちが強い方が
勝つと思うので、僕たちは全力で向かっていくだけですね。
吉敷 僕も気持ちの面は大事だと思っていて、それが表
れるのはリバウンドやルーズボールなので、そこはプライ
ドを持ってこだわっていきたいです。会場の雰囲気も凄い
し、一度流れを失ったら簡単には取り戻せないので、気持
ちの部分は常に意識してやっていきたいです。

――自チームのキーマンとなる選手は誰ですか？
澤近 慶應は、山﨑純です。
吉敷 他人任せかよ。
一同 （笑）
吉敷 あとは髙田淳貴の新３年生二人が、もともと技術
的にもチームトップクラスだし、上級生になって言動も重
みが出てきたし、チームに不可欠な存在に成長してくれた
と思います。
岡野 誰だろうね、キーマン。
富田 長谷川とか。
長谷川  いやいや、僕じゃないです（笑）。
富田 ４年生全員とかは？
吉敷 あ、逃げたな。
一同 （笑）
富田 じゃあ、はまけん（濱田健太）で。
岡野 もう、はまけんでいいよ。
長谷川  あいつのキャプテンシーに期待します（笑）。

――最後に早慶戦への意気込みをお願いします
長谷川  昨年の勝利が、余計に今年も勝ちたいという気
持ちを強くしてくれました。最後の早慶戦で絶対に連覇を
成し遂げたいので、全力で慶應に向かっていく、それだけ
です。
岡野 昨年初めて試合に出て、楽しかったっていうのが
第一の感想なので、今年も楽しむことを第一に考えながら、
自分の役割を愚直に体現していきたいです。
富田 自分たちの代で勝ちたいという思いが強いです。あ
とは個人的には昨年は満足のいくプレーができなかったの
で、今年は出だしから頑張っていきたいと思います。
澤近 春の目標が早慶戦の優勝で、しかも自分たちの代
なので、絶対に勝ちたいという強い気持ちで下級生を引っ
張っていきたいです。
吉敷 高校から７年間早慶戦を見てきて、出場するのは
最初で最後だと思うので、自分にできることを全力でやっ
てチームの勝利に貢献したいと思います。
小原 勝ちたい気持ちが強い方が勝つ試合なので、上級
生として強い気持ちを持ちつつ、自分たちにできることを
体現していきたいです。
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目
は
、
鳴
門
の
渦
潮
か
ら
産
ま

れ
た
ク
ー
ル
ス
コ
ア
ラ
ー
、
髙
田

淳
貴

（
№
10
）
だ
。
高
打
点
か
ら
顔
色
一
つ
変

え
ず
放
つ
彼
の
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
無

情
に
相
手
の
リ
ン
グ
を
貫
き
、
年
々
増
加

す
る
隠
れ
女
性
フ
ァ
ン
の
心
を
も
貫
く
。

さ
ら
に
強
靭
な
フ
ィ
ジ
カ
ル
で
コ
ー
ト
上

を
蹂
躙
す
る
彼
は
ま
さ
に
ア
ン
ス
ト
ッ
パ

ブ
ル
。
今
大
会
で
彼
に
会
場
の
女
性
フ
ァ

ン
を
す
べ
て
か
っ
さ
ら
わ
れ
る
早
稲
田
は

肉
体
的
・
精
神
的
に
深
い
傷
を
負
わ
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、「
一
貫
校
魂
を
胸
に
、
チ
ー

ム
の
胸
に
塾
生
た
れ
」
を
体
現
す
る
２
人

の
一
貫
校
コ
ン
ビ
を
紹
介
し
よ
う
。

１
人
目
は
塾
高
出
身
、
そ
の
長
い
手

足
を
武
器
に
全
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
網
羅

し
て
き
た
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
、
工
藤

翔
平
（
№
12
）
だ
。
彼
の
奇
想
天
外
な
発

想
力
か
ら
生
ま
れ
る
ム
ー
ブ
は
相
手
の
意

表
を
突
き
、
我
々
も
普
段
か
ら
調
子
を
狂

わ
さ
れ
る
。
今
年
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
に
も
磨

き
が
か
か
り
、
も
は
や
彼
の
暴
走
を
止
め

る
こ
と
は
敵
味
方
と
も
に
困
難
を
極
め

る
。２

人
目
は
志
木
高
出
身
、
鋭
い
観
察

眼
と
強
烈
な
ス
ト
イ
ッ
ク
さ
を
持
ち
合
わ

せ
る
沸
騰
フ
ァ
イ
タ
ー
、泉

友
樹
雄（
№

13
）
だ
。
長
ら
く
怪
我
に
悩
ま
さ
れ
、
復

帰
す
る
ま
で
プ
レ
ー
を
我
慢
し
続
け
た
彼

は
必
ず
や
限
界
ま
で
煮
え
た
ぎ
っ
た
熱
量

を
彼
の
シ
グ
ニ
チ
ャ
ー
ム
ー
ブ
で
あ
る
稲

妻
の
如
き
ド
ラ
イ
ブ
に
込
め
、
存
分
に
ぶ

つ
け
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

大
学
入
学
か
ら
早
１
年
が
経
っ
た
２

年
生
。
彼
ら
は
7
割
が
内
部
生
で
占
め
ら

れ
て
い
る
分
、
一
番
慶
應
ら
し
い
代
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
１
年
の
下
積
み
や

部
の
仕
事
で
ス
キ
ル
も
メ
ン
タ
ル
も
一
躍

進
化
を
遂
げ
た
彼
ら
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
は
、
昨
年
１
年
生
な
が
ら
リ
ー

グ
戦
で
大
い
に
貢
献
し
た
本
塾
の
フ
ク
ラ

ハ
ギ
オ
バ
ケ
、甲
谷

勇
平
（
№
14
）
だ
。

そ
の
大
根
並
み
の
足
で
速
攻
の
先
頭
を
走

り
、
ど
ん
な
フ
ァ
ー
ル
を
さ
れ
て
も
点
を

決
め
き
る
お
祭
り
男
で
あ
る
。
上
京
か
ら

１
年
全
く
関
西
弁
を
直
そ
う
と
し
な
い
頑

固
な
精
神
で
彼
自
身
初
の
早
慶
戦
優
勝
を

目
指
す
。

２
人
目
は
、
Ｂ
（
リ
ー
ガ
ー
）
の
意

志
を
継
ぐ
男
、寺
部

勇
佑
（
№
15
）
だ
。

低
身
長
な
が
ら
そ
の
頭
脳
で
コ
ー
ト
上
を

支
配
し
、
持
ち
前
の
脚
力
で
粘
り
強
い

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
見
せ
る
、
本
塾
の
小
型

爆
弾
だ
。
日
々
鍛
え
続
け
る
胸
筋
は
彼
曰

く
注
目
ポ
イ
ン
ト
ら
し
い
の
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
あ
げ
て
欲
し
い
。

今
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
本
塾
の
ダ

ン
カ
ー
、
岩
片

悠
馬
（
№
19
）
は
、
高

身
長
を
活
か
し
た
懸
命
な
リ
バ
ウ
ン
ド
や

練
習
後
に
ひ
た
す
ら
叩
き
込
む
ダ
ン
ク
が

印
象
的
な
豪
快
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
。
し
か

し
趣
味
は
バ
ッ
シ
ュ
集
め
と
折
り
紙
と
い

う
高
貴
な
一
面
を
持
ち
、
彼
の
佳
作
で
あ

る
不
死
鳥
の
出
来
栄
え
は
ま
さ
に
折
り
紙

付
き
で
あ
る
。

最
後
に
、
一
貫
校
で
磨
か
れ
た
プ
レ
ー

で
体
育
会
の
門
を
叩
い
た
3
人
を
紹
介
し

よ
う
。

1
人
目
は
、
志
木
高
で
５
本
の
指
に

入
っ
た
ほ
ど
の
頭
脳
を
持
つ
、
本
塾
の
イ

ン
テ
リ
ゴ
リ
ラ
こ
と
津
野
地

宥
樹
（
№

16
）
だ
。
パ
ワ
フ
ル
で
粗
削
り
な
ポ
ス
ト

プ
レ
ー
は
相
手
を
粉
砕
し
、
ジ
ャ
ン
パ
ー

の
高
い
ア
ー
チ
は
見
る
者
を
魅
了
す
る
。

さ
ら
に
私
生
活
で
は
そ
の
陽
気
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
同
期
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る

パ
ー
テ
ィ
ー
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
役
を
自

ら
担
っ
て
い
る
。

2
人
目
は
、
本
塾
の
現
役
時
代
に
ス

マ
ッ
シ
ュ
ブ
ラ
ザ
ー
と
恐
れ
ら
れ
た
伝
説

の
兄
を
持
つ
、藤
井

陽
右
（
№
17
）
だ
。

バ
ス
ケ
部
最
長
の
座
高
が
故
の
重
心
の
低

さ
と
巧
み
な
ド
リ
ブ
ル
ス
キ
ル
で
独
特
の

リ
ズ
ム
を
刻
み
、
得
意
の
ス
リ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
と
ど
め
を
刺
す
。
双
子
の
兄
と
瓜
二

つ
で
、
間
違
え
る
と
厄
介
な
の
で
気
を
付

け
る
必
要
が
あ
る
。

3
人
目
は
、
類
ま
れ
な
バ
ス
ケ
セ
ン

ス
と
長
い
手
足
か
ら
繰
り
出
す
ト
リ
ッ

キ
ー
な
プ
レ
ー
で
相
手
を
翻
弄
す
る
本
塾

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
、
山
本

純
平
（
№

18
）
だ
。
脳
内
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
な
た

め
に
常
人
に
は
な
か
な
か
理
解
の
で
き

な
い
豊
か
な
感
性
と
、
ハ
ー
フ
コ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ト
を
高
確
率
で
沈
め
る
程
の
抜
群

の
距
離
感
覚
を
持
つ
。

今
年
の
新
入
部
員
は
例
年
に
比
べ
少

な
い
が
、
こ
の
３
人
は
内
部
生
の
持
つ
強

心
臓
で
自
ら
厳
し
い
環
境
に
身
を
置
く
こ

と
を
決
意
し
た
、
筋
金
入
り
の
三
銃
士
で

あ
る
。
そ
ん
な
選
手
の
彼
ら
を
紹
介
し
よ

う
。1

人
目
は
、
歴
代
志
木
高
Ｐ
Ｇ
た
ち
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
ぐ
、人
見

快
（
№
20
）
だ
。

天
性
の
バ
ス
ケ
ス
キ
ル
で
上
級
生
に
食
っ
て

掛
か
り
、
私
生
活
で
も
そ
の
愛
く
る
し
さ

で
上
級
生
の
懐
に
食
っ
て
掛
か
る
逸
材
だ
。

2
人
目
は
、
中
等
部
出
身
期
待
の
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
、小
澤

力
哉（
№
21
）だ
。

日
常
で
は
礼
儀
正
し
く
気
が
利
く
好
青
年

だ
が
、
コ
ー
ト
で
は
一
変
、
先
輩
で
あ
ろ

う
と
檄
を
飛
ば
す
鬼
ガ
ー
ド
へ
と
変
貌
す

る
。

１
年
を
終
え
て

少
数
精
鋭

  

９  

山
崎

純  

３
年

  

10  

髙
田

淳
貴  

３
年
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凌

峨

無
念
の
2
部
降
格
を
許
し
て
し
ま
っ
た

２
０
１
６
年
。新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
覚

伍
」
を
掲
げ
、
心
機
一
転
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
１
７
年
。
目

標
を
通
算
成
績
勝
ち
越
し
と
し
た
春
の
早

慶
戦
、
そ
し
て
関
東
1
部
リ
ー
グ
復
帰
と

意
気
込
ん
だ
が
、
早
稲
田
の
１
部
チ
ー
ム

と
し
て
の
貫
禄
に
圧
倒
さ
れ
、
惨
敗
と
い

う
結
果
で
幕
を
閉
じ
た
。ま
た
、秋
の
リ
ー

グ
戦
に
お
い
て
も
、
多
く
の
怪
我
人
を
抱

え
る
中
奮
闘
し
た
も
の
の
、
中
々
思
う
よ

う
に
結
果
を
残
せ
ず
、
２
部
リ
ー
グ
7
位

と
い
う
結
果
に
終
わ
り
、
悲
願
の
1
部
復

帰
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
中
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
１
８

年
。
何
と
言
っ
て
も
我
々
に
は
こ
の
早
慶

戦
で
早
稲
田
か
ら
優
勝
杯
を
奪
還
し
、
通

算
成
績
を
イ
ー
ブ
ン
に
戻
し
た
い
と
い
う

目
標
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
凌
峨
」
の
も
と
、
昨

年
の
悔
し
さ
を
胸
に
何
度
も
本
音
で
ぶ
つ

か
り
合
い
、
日
々
最
高
の
自
分
を
追
い
求

め
、
ど
ん
な
に
辛
い
状
況
で
も
決
し
て
手

を
抜
か
ず
、
目
標
に
向
け
て
ひ
た
む
き
に

努
力
し
続
け
た
。

確
か
に
今
年
の
早
慶
戦
優
勝
は
容
易

い
も
の
で
は
な
く
、
と
て
も
タ
フ
な
も
の

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
ど
ん
な

厳
し
い
状
況
に
な
ろ
う
と
早
稲
田
に
喰
ら

い
つ
き
続
け
、
必
ず
下
馬
評
を
覆
す
。
そ

の
勝
利
へ
の
執
念
を
ぶ
つ
け
て
必
死
に
食

ら
い
つ
く
姿
に
観
客
は
き
っ
と
心
を
動
か

さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
年
の
代
に
は
早

稲
田
を
圧
倒
す
る
ビ
ッ
グ
マ
ン
や
ス
タ
ー

選
手
は
数
少
な
い
。
し
か
し
、
我
々
は
本

塾
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
堅
守
速
攻
」
を

胸
に
本
塾
ら
し
い
泥
臭
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

体
現
で
き
れ
ば
必
ず
勝
利
を
掴
む
こ
と
が

で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

こ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
キ
リ
ン
グ
を
果

た
し
、
会
場
に
愛
塾
心
溢
れ
る
塾
生
の
歓

喜
の
叫
び
を
響
き
渡
ら
せ
よ
う
で
は
な
い

か
。

チ
ー
ム
の
推
進
力

絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
で
あ
る

早
慶
戦
。
そ
の
勝
負
の
鍵
を
握
る
の
は
他

で
も
な
い
４
年
生
で
あ
る
。
全
員
が
努
力

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
り
常
に
前
を
向

き
続
け
る
、
個
性
的
な
が
ら
同
期
愛
の
強

い
そ
ん
な
彼
ら
を
紹
介
し
よ
う
。

最
初
に
、
今
年
度
の
本
塾
を
代
表
す

る
主
将
、
副
将
の
紹
介
だ
。

ま
ず
は
本
塾
の
天
駆
け
る
獅
子
、
キ
ャ

プ
テ
ン
の
鳥
羽

陽
介
（
№
４
）
だ
。
彼

は
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
１
年
次
か
ら

務
め
続
け
た
豊
富
な
ス
タ
メ
ン
経
験
を

以
っ
て
チ
ー
ム
を
牽
引
し
続
け
、
幾
度
と

な
く
チ
ー
ム
を
危
機
か
ら
救
っ
て
き
た
、

ま
さ
に
最
強
の
男
で
あ
る
。
高
校
時
代
か

ら
の
彼
の
代
名
詞
で
あ
る
鉄
壁
の
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
や
電
光
石
火
の
ド
ラ
イ
ブ
、
高

い
バ
ス
ケ
Ｉ
Ｑ
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
ト

リ
ッ
キ
ー
な
パ
ス
は
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導

く
鍵
と
な
る
に
違
い
な
い
。

副
将
は
、
本
塾
の
小
さ
な
巨
匠
、
原

匠
（
№
５
）
だ
。
彼
は
１
年
生
の
頃
に

練
習
に
全
く
参
加
で
き
ず
日
々
悔
し
い
思

い
を
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
血
と

汗
の
滲
む
努
力
を
続
け
、
３
年
次
に
は
本

塾
の
ス
タ
メ
ン
に
名
を
連
ね
る
ま
で
に
大

成
し
た
、
本
塾
の
誇
る
努
力
の
天
才
で
あ

り
、
バ
ス
ケ
部
、
い
や
、
も
は
や
体
育
会

の
鑑
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
ん

な
彼
が
日
々
磨
き
続
け
精
緻
を
極
め
た
ス

リ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
い
か
な
る
時
で
も
美

し
い
ア
ー
チ
と
と
も
に
ゴ
ー
ル
へ
吸
い
込

ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
名
門
慶
應
志
木
高
校
か
ら
共

に
体
育
会
の
道
を
歩
み
、
病
め
る
時
も
健

や
か
な
る
時
も
共
に
過
ご
し
て
き
た
、
永

遠
の
志
木
高
コ
ン
ビ
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
は
本
塾
の
カ
イ
リ
ー
・
ア
ー
ビ

ン
グ
、
小
原

陸
（
№
6
）
だ
。
彼
の
代

名
詞
で
あ
る
ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
は
あ

の
ア
ー
ビ
ン
グ
に
匹
敵
し
、
本
塾
の
超
絶

ス
ト
リ
ー
ト
ボ
ー
ラ
ー
と
も
謳
わ
れ
る
。

そ
の
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
ド
リ
ブ
ル
は
相

手
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
観
客
の
度
肝
を
抜

き
、
さ
ら
に
磨
き
の
か
か
っ
た
ス
リ
ー
ポ

イ
ン
ト
も
合
わ
さ
っ
て
早
稲
田
を
翻
弄
し

尽
く
す
こ
と
だ
ろ
う
。

も
う
１
人
は
、
本
塾
の
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
・
マ
ホ
ー
ン
、
吉
敷

秀
太
（
№
8
）

だ
。常
に
ダ
ー
テ
ィ
ー
ワ
ー
カ
ー
な
彼
は
、

卓
越
し
た
身
体
能
力
を
活
か
し
た
リ
バ
ウ

ン
ド
や
ル
ー
ズ
ボ
ー
ル
で
オ
フ
ェ
ン
ス
の

チ
ャ
ン
ス
と
観
客
の
心
を
が
っ
ち
り
掴
む

こ
と
だ
ろ
う
。
死
角
か
ら
ボ
ー
ル
を
奪
い

去
り
、
隙
あ
ら
ば
得
点
を
狙
う
彼
に
早
稲

田
は
為
す
術
も
な
い
筈
だ
。

最
後
に
こ
の
男
、
本
塾
の
大
黒
柱
へ

と
成
長
を
遂
げ
た
、
土
佐
の
禁
断
の
果
実

こ
と
澤
近

智
也
（
№
7
）
だ
。
そ
の

愛
く
る
し
い
表
情
と
方
言
と
は
裏
腹
に
、

コ
ー
ト
上
で
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
大
放
出
の

情
熱
的
な
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
と
柔
ら
か
且

つ
繊
細
な
シ
ュ
ー
ト
タ
ッ
チ
と
い
う
無
敵

の
双
剣
を
振
る
う
。
必
ず
や
早
稲
田
か
ら

徹
底
マ
ー
ク
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
が
、
如

何
な
る
接
触
を
も
の
と
も
せ
ず
、
相
手
の

マ
ー
ク
を
上
回
ら
ん
ば
か
り
の
彼
の
気
迫

と
活
躍
に
目
が
離
せ
な
い
こ
と
間
違
い
な

し
だ
。
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５  

原

匠  
４
年
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万
里
一
空

昨
年
、
本
塾
は
「
慎
始
敬
終
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
、
３
部
の
舞
台
で
懸
命
に
戦
っ
た
。
惜
し

い
試
合
も
多
々
み
ら
れ
た
も
の
の
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー

グ
で
全
敗
、
順
位
決
定
戦
は
２
勝
２
敗
、
そ
し
て
、

入
れ
替
え
戦
で
敗
北
し
４
部
降
格
と
い
う
悔
し
い
結

果
に
終
わ
っ
た
。
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
も
が
き
苦
し
ん

だ
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
た
。

今
年
は
、
部
員
全
員
の
繋
が
り
、
そ
し
て
心
と
技

の
繋
が
り
を
意
識
し
た
「
繋
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
３

部
昇
格
に
向
か
っ
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
一
人

一
人
の
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
勝
利
に
繋
が
る

と
信
じ
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良

さ
と
私
達
ら
し
い
明
る
さ
を
生
か
し
、
日
々
チ
ー
ム

力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
る
。
本
塾
が
目
指
す
「
泥

臭
く
、
粘
り
強
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
を
体
現
し
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
姿
を
是
非
ご
覧
あ
れ
！

百
花
繚
乱

そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
、
チ
ー
ム
を
牽
引
す
る
４
年

生
を
紹
介
し
よ
う
。

本
塾
の
頼
れ
る
主
将
、
森
川

唯
加
（
№
４
）。

ず
ば
抜
け
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｉ
Ｑ
と
的
確
な
判

断
力
を
武
器
に
チ
ー
ム
を
確
実
に
勝
利
へ
と
導
く
、

本
塾
の
絶
対
的
司
令
塔
で
あ
る
。
力
強
い
ド
リ
ブ
ル

か
ら
の
ス
ト
ッ
プ
シ
ュ
ー
ト
は
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
圧

倒
す
る
の
み
な
ら
ず
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
鼓
舞
し
次

の
確
実
な
一
本
へ
の
チ
ー
ム
の
突
破
口
と
な
る
。

ス
ピ
ー
ド
力
の
あ
る
プ
レ
ー
で
、
チ
ー
ム
の
オ
フ
ェ

ン
ス
を
勢
い
づ
け
る
起
爆
剤
、
磯
部

紗
希
（
№
５
）。

体
の
大
き
な
選
手
に
対
し
て
も
怯
む
こ
と
な
く
、
武
器

で
あ
る
ス
ピ
ー
ド
を
活
か
し
て
気
迫
あ
る
攻
め
を
見
せ

る
。
ボ
ー
ル
が
手
に
つ
い
た
安
定
感
の
あ
る
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
と
、
敵
を
翻
弄
す
る
細
か
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

目
が
離
せ
な
い
！

イ
ン
サ
イ
ド
の
絶
対
的
支
配
者
、豊
村

沙
恵（
№

６
）。
誰
に
で
も
優
し
く
、
時
に
は
天
然
発
言
で
み

ん
な
を
笑
顔
に
す
る
彼
女
は
コ
ー
ト
に
立
つ
と
一
転
、

迫
力
の
あ
る
力
強
い
プ
レ
ー
で
チ
ー
ム
を
支
え
る
。

相
手
を
吹
っ
飛
ば
す
強
靭
な
身
体
と
洗
練
さ
れ
た
技

術
を
兼
ね
備
え
、
得
点
を
量
産
す
る
本
塾
の
大
黒

柱
で
あ
る
。
優
れ
た
リ
バ
ウ
ン
ド
へ
の
嗅
覚
を
持
ち
、

力
強
い
ス
テ
ッ
プ
イ
ン
で
相
手
を
翻
弄
す
る
彼
女
の

プ
レ
ー
に
、
皆
さ
ん
が
心
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

高
瀬

華
琳
（
№
７
）
は
、
強
靭
な
フ
ィ
ジ
カ
ル

で
堂
々
と
ゴ
ー
ル
下
に
君
臨
す
る
。
地
道
な
努
力
に

よ
り
作
り
上
げ
ら
れ
た
逞
し
い
身
体
と
は
裏
腹
に
、

彼
女
が
放
つ
シ
ュ
ー
ト
は
非
常
に
繊
細
で
正
確
で
あ

る
。
頼
も
し
い
リ
バ
ウ
ン
ド
か
ら
次
々
と
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
る
彼
女
の
プ
レ
ー
が
、
チ
ー
ム
の
得
点
に
大

き
く
貢
献
す
る
。

浪
速
の
ス
ー
パ
ー
シ
ュ
ー
タ
ー
、
井
ノ
本

雅
子

（
№
８
）。
関
西
人
の
彼
女
は
天
才
的
な
笑
い
の
セ

ン
ス
を
持
ち
、
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
に
お
い
て
彼
女

の
右
に
出
る
も
の
は
い
な
い
。
コ
ー
ト
内
外
で
彼
女

の
声
が
響
き
渡
り
、
チ
ー
ム
を
い
つ
も
明
る
く
し
て

く
れ
る
。
ま
た
、
正
確
な
シ
ュ
ー
ト
技
術
の
持
ち
主

で
あ
り
、
彼
女
の
放
つ
ボ
ー
ル
は
全
て
リ
ン
グ
に
吸

い
込
ま
れ
る
。
会
場
を
湧
か
せ
る
彼
女
の
シ
ュ
ー
ト

に
期
待
し
た
い
。

安
定
し
た
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
と
ジ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ー
ト
が
武
器
の
和
田

か
お
る
（
№
９
）。
理

系
女
子
の
彼
女
は
研
究
室
に
篭
も
り
、
い
つ
も
難
し

い
実
験
を
行
っ
て
い
て
、
部
員
は
尊
敬
の
眼
差
し
を

向
け
て
い
る
。
そ
の
集
中
力
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

お
い
て
も
活
き
て
い
て
、素
早
い
モ
ー
シ
ョ
ン
で
シ
ュ
ー

ト
を
放
ち
、
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を

勢
い
づ
け
る
。
さ
ら
に
、
大
き
な
選
手
を
相
手
に
し

て
も
果
敢
に
リ
バ
ウ
ン
ド
に
飛
び
込
み
、必
死
に
ル
ー

ズ
ボ
ー
ル
を
追
う
献
身
的
な
プ
レ
ー
が
光
る
。

邁

進

次
に
チ
ー
ム
に
必
要
不
可
欠
な
３
年
生
を
紹
介
し
よ

う
。い

た
ず
ら
を
愛
し
て
止
ま
な
い
、山
崎

多
絵
（
№

12
）。
プ
レ
ー
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
練
習
外
で
も

先
輩
に
怖
気
付
く
こ
と
は
な
く
、
先
輩
へ
の
い
た
ず

ら
を
日
課
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
女
が
織
り
成
す

プ
レ
ー
は
、
迫
力
あ
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
か
ら
の
ド
ラ

イ
ブ
、
そ
し
て
的
確
な
カ
ッ
ト
イ
ン
。
華
麗
な
レ
イ

ア
ッ
プ
で
攻
め
る
彼
女
の
姿
を
是
非
見
届
け
て
頂
き

た
い
。

チ
ー
ム
一
の
努
力
家
、
重
増

志
保
（
№
13
）。
い

じ
ら
れ
キ
ャ
ラ
を
確
立
し
つ
つ
も
、
彼
女
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
対
す
る
直
向
き
な
姿
勢
と
豊
富
な
運
動

量
は
随
一
で
あ
る
。
彼
女
の
脚
力
を
活
か
し
た
オ
フ
ェ

ン
ス
リ
バ
ウ
ン
ド
、
そ
し
て
シ
ュ
ー
ト
確
率
の
良
さ
は

日
々
積
み
重
ね
た
努
力
の
結
晶
に
違
い
な
い
。

チ
ー
ム
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
、
梅
木

理
沙
（
№

10
）。
彼
女
か
ら
溢
れ
出
す
ア
リ
エ
ル
へ
の
愛
と
、
正

確
な
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
は
誰
に
も
止
め
ら
れ

な
い
。
素
早
い
判
断
か
ら
走
り
出
す
速
攻
も
見
も
の

で
あ
る
。
声
で
チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
、
プ
レ
ー
で
上
級

生
と
し
て
の
意
地
を
体
現
す
る
彼
女
に
期
待
し
た
い
。

２
年
生
か
ら
本
塾
の
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

に
入
部
し
た
頃
末

沙
樹
（
№
11
）。
そ
の
１
年
間

と
い
う
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ
せ
な
い
程
の
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
で
安
定
し
た
プ
レ
ー
で
活
躍
し
、
チ
ー
ム
に
貢
献

し
て
い
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
誰
に
も
止
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
プ
レ
ー
に
圧
巻
さ

れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
は
、
下
級
生
な
が
ら
チ
ー
ム
の
大
事
な

戦
力
で
あ
る
２
年
生
を
紹
介
す
る
。

本
塾
で
一
番
身
長
の
低
い
白
藤

優
果
（
№
15
）。

そ
の
可
愛
ら
し
い
サ
イ
ズ
感
か
ら
、
本
塾
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
安

定
し
た
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
と
小
さ
い
身
体
を
活
か
し
た

ド
リ
ブ
ル
で
、
相
手
を
次
々
と
か
わ
し
ボ
ー
ル
を
運

ぶ
姿
に
、
観
客
は
心
を
奪
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

豊
村
の
意
志
を
受
け
継
ぐ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
、
梅

田

香
（
№
14
）。
本
塾
一
の
身
長
の
持
ち
主
で
あ

る
。
長
い
手
足
を
活
か
し
、
高
い
打
点
か
ら
放
た
れ

る
シ
ュ
ー
ト
は
彼
女
の
強
い
武
器
で
あ
る
。
日
に
日
に

タ
ー
ン
シ
ュ
ー
ト
の
精
度
を
上
げ
て
お
り
、
こ
の
成
長

は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
早
慶
戦
で
ど
こ
ま

で
大
暴
れ
す
る
か
目
が
離
せ
な
い
。

癒
し
の
笑
顔
の
持
ち
主
、
足
立

は
な
（
№
16
）。

誰
に
対
し
て
も
優
し
い
彼
女
は
ま
さ
に
本
塾
の
聖

母
。
彼
女
の
シ
ュ
ー
ト
の
打
ち
方
に
ま
で
優
し
さ
が

滲
み
出
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
と
は
裏
腹
に
、
チ
ー

タ
ー
の
よ
う
な
足
の
速
さ
で
、
コ
ー
ト
を
駆
け
回
る

彼
女
に
は
誰
も
頭
が
上
が
ら
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
で
相

手
を
翻
弄
す
る
彼
女
の
姿
は
必
見
で
あ
る
。

ま
た
も
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
登
場
、
小
福
川

莉
奈
（
№
17
）。
彼
女
は
練
習
前
に
バ
ナ
ナ
を
食
べ
る

こ
と
を
絶
対
に
欠
か
さ
な
い
。
そ
の
お
陰
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
彼
女
の
イ
ン
サ
イ
ド
プ
レ
ー
は
体
格
の

良
い
選
手
に
も
引
け
を
取
ら
ず
、そ
の
力
強
さ
で
チ
ー

ム
を
何
度
も
勝
利
に
導
い
て
き
た
。
２
年
生
な
が
ら

チ
ー
ム
に
流
れ
を
も
た
ら
す
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ

る
。
本
塾
の
い
じ
ら
れ
キ
ャ
ラ
の
須
藤

史
帆
（
№

18
）。
人
に
は
な
い
絶
妙
な
リ
ズ
ム
感
の
持
ち
主
で
、

彼
女
の
ダ
ン
ス
は
誰
に
も
真
似
で
き
な
い
為
、
あ
る

意
味
観
る
者
を
魅
了
す
る
。
そ
ん
な
彼
女
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
こ
と
を
授
業
そ
っ
ち
の
け
で
一
日
中

考
え
て
し
ま
う
程
、
負
け
ず
嫌
い
の
努
力
家
で
あ
る
。

泥
臭
く
ル
ー
ズ
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、
果
敢
に
リ
バ

ウ
ン
ド
を
取
り
に
い
く
彼
女
の
姿
に
観
客
は
魅
了
さ

れ
る
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
最
後
に
、
チ
ー
ム
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
刺
激
を

も
た
ら
す
一
年
生
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
は
武
藤

怜
（
№
19
）。
名
門
成
蹊
高
校

出
身
の
彼
女
は
赤
面
症
で
柔
ら
か
な
雰
囲
気
を
放
つ

が
、
そ
の
空
気
は
バ
ス
ケ
に
な
る
と
一
変
す
る
。
綺

麗
な
フ
ォ
ー
ム
か
ら
リ
ン
グ
に
吸
い
込
ま
れ
る
ジ
ャ
ン

プ
シ
ュ
ー
ト
、
素
早
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
、
チ
ー
ム
に
勢
い
を
与
え
て
く
れ
る

に
違
い
な
い
。

続
い
て
眞
尾

瞳
（
№
20
）。
ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス

の
彼
女
は
、
新
入
生
な
が
ら
既
に
冷
静
で
客
観
的
な

視
点
か
ら
チ
ー
ム
を
達
観
し
て
い
る
。
高
い
身
長
だ

け
で
な
く
、
正
確
な
ド
リ
ブ
ル
と
パ
ス
を
武
器
に
持

つ
彼
女
は
、
チ
ー
ム
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
西

理
奈
（
№
21
）。
大
学
入
学
と
同
時

に
関
西
か
ら
上
京
し
た
彼
女
は
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

話
し
続
け
る
明
る
い
一
面
を
持
つ
一
方
で
、
練
習
中
に

は
誰
よ
り
も
自
分
に
厳
し
い
ス
ト
イ
ッ
ク
な
一
面
を
持

つ
。
ど
ん
な
に
苦
し
い
場
面
で
も
自
ら
に
鞭
を
打
っ

て
戦
い
続
け
る
彼
女
の
勇
姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

今
年
の
チ
ー
ム
は
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
個

性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自

ら
の
心
と
技
を
「
繋
」
げ
、
そ
し
て
そ
の
一
人
一
人

が
抱
く
勝
利
へ
の
執
念
を
「
繋
」
い
で
王
者
早
稲
田

へ
と
挑
む
姿
に
、
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
間
違
い

な
し
。
格
上
相
手
に
果
敢
に
挑
み
、
戦
い
続
け
る
慶

應
義
塾
體
育
會
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
姿
を

最
後
ま
で
是
非
見
届
け
て
ほ
し
い
。

繋

  

６  
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４
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４
年

  

４  

森
川

唯
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主
将  

４
年


